
　

　小児ではなくてこどもである．本特集のテーマに使われた「こども」という言葉には，
医学モデルに集約される対象としての小児（対概念は成人や老人であろうか）のもつイメー
ジの範囲を大きく超えていると思われる．いみじくも療育という語があるように．社会と
教育の視点なしには，こどものリハビリテーションあるいは理学療法は齟齬をきたすので
ある．
　この意味で本特集に取り上げられたそれぞれの論文は十分にこの視座を含むものとなっ
ている．小池論文では，特に早期発見，早期療育の重要性と関連施策および地域における
療育システムの概要と意義が述べられている．障害の多様化重複化を背景としてさらに進
んだ療育システムについての提言が，医療モデルから生活モデルへの転換を要請している
との指摘はよく理解できる．原論文では，脳性麻痺児の理学療法において最も注意すべき
点として他動的運動に加え自発運動を準備することの重要性が強調されている．押木論文
では，知的障害児の理学療法において発達過程に応じたステップが紹介されておりチーム
アプローチのもとでの方略が述べられている．榎・他論文では，小児整形外科的疾患の理
学療法に関して特に側弯症に対するアプローチを詳細に述べていただいた．上杉論文では，
小児神経疾患のうち先天性筋強直性ジストロフィー症例の症例を取り上げその理学療法の
実際について述べていただいた．長期にわたる治療アプローチとその記録は多くの示唆を
もたらすだろう．
　入門講座の理学療法ワンポイントアドバイスは「呼吸障害」である．疾病の経過と時期
に応じた急性期から慢性期における呼吸障害に対する理学療法について平易に解説されて
いる．講座では医療制度改革と理学療法の第 2 回として，現行の保健医療制度の問題点に
ついて詳細に論じられている．リハビリテーション医療にかかわる医療費は診療行為の 
2％でありこれまで適正化の対象とされることがなかったが，今回から大幅に改定されて
いることが指摘されている．今回の改定は理学療法士の雇用問題にも絡んで大きな話題と
なっており，必読である．
　「理学療法の現場から」で石黒先生が，この 15 年間のなかで持ちつづけてきた糖尿病領
域での「理学療法士」の認知という夢が，現実のものとなっていると述べられているのは，
水が石を穿つ如くであり，敬服に値する．この他たくさん紹介したい記事があるが紙幅の
都合で割愛する．最後に「とびら」で金谷先生が「たとえ痴呆や障害があっても長生きを
してみたい・・・それは高齢者をこころから愛しいと感じるようになってから」と述べら
れているのもまた時間の造った果実であろう．翻っていまこの瞬間，命を失う脅威にさら
されている戦争の現場では「長生き」は叶わぬ夢かもしれない．

（網元　和）
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